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農 薬 用 抗 生 物 質 に つ い て

見 里 朝 正

(戯林省虎男技術研究所)

沖細出身の魚学研死者の一人として琉大島張俊一先生

のおすす桝 こより､本誌に捜柄できることを光栄に布じ

ます｡Ⅶ者は戯林竹戯R技術研死所において十数年段魂

川抗生物質の開発研究を行なうと托耶刺こ彪頻用抗生物質

研究会の畔lJiとして､日本全国における戯頻用杭J二物質

の戚敬研死の迎紛調整をも行なってきたので､雅者の虫

も特息とするこの分野にについて御'#介したいと思 う｡

は じ め に

1941年以来醗頻用杭Jl物矧 ま.'aJdL､人間の病兄の絵

絹lこrl覚しい遡歩rと献身したが､1950年頃から抗生物質

をDi')牲夕日こ肘1jLようとする研兜が盛んになり家畜の病

J式の酢蛸雌､飼料感化卿､食J,rbの防腐剤､鵬物病 割こ対

するWJ'除朗などに枕川され､厳選l帥こiJ'いても多大の成

促せiJさめている｡

1=と九は'米桝の柄'j<.tの肘 掛こはぺニVリン糾まじめと

してスIv7'トでイVy､ネ*マイVソ､バチ トラ V

y､･7･トクサイグリンなどのlJ-CIE物質が桃川され て お

り､官約･･嫁舟のJF.ff促iLP､B.･1料肘約､伴他を口rr.)とした

糾料地化利としではク｡ルテt.Pサイクリソ､オキVデ

1トラサイクi)ソなどが飼料巾に混合されて使用されてい

る｡また新鮮な野菜､果物､牛肉､ ミルク､魚などの産

地と消畔地とが遠い場合には,輪送中における食品の腐

敗が大きな間増となるが､この食品の防腐に抗生物質が

ili効を示した刷先例は多い｡然し実際には保健衛生上の

節1我 娼用化されている鎧典月抗生物質

見地から､わが国ではクロルテ トラサイクリン Sppmを

含んだ氷を魚の冷蔵用として使用することが認可されて

いるのみである｡

抗生物質が出薬として実際に段家で使用されたのは米

国でナVの火傷病防除にス トレブ トマイVyが使用され

たのが始めてであり､その後盛典用抗生物質の研究が盛

んに行なわれたが米国その他の諸国で実用化されたもの

は少なく､紳歯性病等の防除にス トVブ トマイVy製剤､

かび(糸枕歯)による抽物病等の防除にVタロ-キVイミ

ドとグリゼオフルビンの2柾額の抗生物質が使用されて

いるのみである｡ところが､わが国では上記三種の抗生

物質が果樹､そさいの病等防除に使用されているほか､

イオのいもち病に対する特効薬としてブラス トサイi7ソ

Sが発見され､昭和36年から市販されてお り､昭和38年

度には粉剤1万 4羊 トンが48万-クタールの水田に､水

和糾147Iyが17万4千-クターノレの水田に使用され､

本年度は昨年度の2-3倍丑の使用が予定されている｡

またイネの白典柿病防除用の抗iLE物質としてセロサイL7

ソが,t年より市販きれる予定であ り､戯雑用fJ'L-生物質の

剛究開発および実用化に的する限 り､わが国が世界で一

番進んでいるということが出来よう｡

農薬用抗生物賞の現状

現在わが国で実際に使用されている戯薬用抗生物質は

衷 1に示す通 りである｡
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l ィ .泉 用 抗 生 物 賓

1 ブラス トサイi?ンS

東大応致研 と盤技研の薄着の研究室との共同研究によ

り 鞄発 きれた坑生物質プラス t サイtyySは､イネの一

番 大 き な 病気であるい もち病に対して留れた治療効果 を

示 す ｡暗 和 27年 以来､い もち病は有凝水鏡剤によ り防 除 き

れ て お り ､ こ れ が わが国の昭和30年以来の 避 紙 豊 作の 一

因 と な っ て い る が . 有感東銀利を作物 に 散 布 す る こ とは

食 品 再 生 上 好 ま し く な い と考えられ て い るの で ､ 有 嶺 水

銀 剤 の 代 り に 未 読 生 物 質 を使用す る こ とは この 面 か ら も

好 ま し い と 思 わ れ る ｡

ブラス t サイLTySとい う名前は､い もち病 (ブラス

ト)を三枚す もの (サイSJy) とい う意味 であ り､末尾の

SはBaciLuuSSubti粘 く椿事歯) とい う雛曲に も効 くの

でつけ られナこ｡

本族生物質はス t レプ ㌢ミセス･ダブゼオタロモグネ

スとい う放線薗によ り生産 される抗生物質で､多くの知

歯､帝 母､.-務のかびに対 して有効である｡森点 235.-

236aCの 白色針状結晶で､水､蘇軽に可溶､有機溶称こ難

港の襲塩基晩翠で.各番の鞍や敢軽物質と塩を作る｡本

物貫は噂孔蜘 書こ対する容物が強い (Uロネズ ミL恥 0､

16.3野i晦)ので､音盤軽演の方法が嶺討 きれた結果､ア

ニオン界面添軽禰ベン.1''ル ア ミノベンゼンスル轟ソ酸 と

の塩にす ることで､効力を濁 さずに苛性を数倍 に 輯 減

(Vロネズ ミLD60. 53.3吋/kg)することに成功 し､

この塩が現在戯非用製料の原体 として使用されている｡

水lJtll物質の化学柵適は田下検.相中で､まだJT.鶴には

iモrilされ ていないが酸 またはアル カリによるJJn水分解物

としては図 1に示すよ うな分解物が得 られてお り､タン

パク合成qi等刑 として有名なプロマイVン(Puromycin)

>JiJじよ うな核帯筋似物質である｡

茄 lEg: ブラス トサイLyソSの分解物

三 二 二

['O ここ

ナイ トVエ ソ

CHJ

プラスチ ドン
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プラス rサイi>ンSはいもち病に対して燈れた治療効

果を有するが､それは本物質がいもち病歯の菌糸の生育

を強 く阻等するからでありーその儀い歯糸生帯艶等作用

は､本物質が作用するといもち病菌のタンパク雷の合成

が阻軍されるからであることが判明し子こ｡寿物質がタン

パ ク合 成艶等剤として作用することは､その化学砕造が

プ ロ マ イVy(図2)と同じく核酸に似た糖濃を持った髭

粒 体 抗生物質であることからもうなづけることである｡

タ ンパク質合成の嶺櫛は非常に接讃であるが.タポゾ

ー ム (リボ横転とタンパク質からなる細胞内組子で､タ

ンパク質の合成はおもにここで行なわれる)におけるタ

ンパ ク質の合成は次のように噌純化して考えることがで

きる｡

糾 アミノ鞍の活性化

ア ミノ蕨+ATP+錦糸詫7且ノ較-AMP一蝉嚢

+PP

(2)括性7ミノ酸の転移些 ヅポ柵 由紀NA)への

伝達 アミノ牽-AMP一静索+sRNA= アミ}穀

一一SRNA十秒崩+AIWP

t33アミ}車の リポゾーム-の転移.配列の決建一飽食

ア ミノ蕨-SRNA- 1)がゾ-ム 一̀一 タンノもグ雷-

川 ブーム 真言芸
プラス tサイ汐ソSおよびプロマイi/yはこのタンパ

ク質合成の三つの過得の うち､初めの--つの避即には感

簡せず､以後の段肺を机':け る 【 これは両杭/上物郡がア

ミノ酸-SRNA (図3)と描出が似ているので､ リボ

ゾールとりこまれる掛 こ1割九作用がJJ.ころためとJ5･えら

れている{

第2回 プロマイ Vソ

N(CHJ)1

HOC∴ NH OH

∫OニトCH-CH▲

んHl
-◎ -OCH3
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珊3回 アミノ酸～sRNA

R'ocHl

f
O=C -C H -R

t

N H 1

本杭JE吻慣割刑 を鹿 川する際に.旺怒しなtWlぱなら

1,Iいことは､承物質が眼 に入ると怖いときは結膜炎､塵

く/,絹と州･X炎をお こす ことである｡水和剤､乳剤など

の液剤を似川LT=掛 乙は.fJl故を屈した例はなかったが

粉剤別dlTllした際に 剛 こ対すろ師 .与をおこした例があっ

たo従って人相 ｣三物 質を使用する時はなるべ く液剤を俊

川し､麿Lも粉 剤を故 )lけ る噂は.保健メガ木を節用
し.rlに掛が入らないJ:う十分に注意する必盛がある0

2･ セロサイLyyとクロラムフェニコール

矧 Jm･:物田ともイ外の内典相 称こ対する防除､盛剤とし

てや畔からTrE版されるT,超であるOタロラムブェエコ-

ルItL紗 鵬でもLiこく此用されているので､ここではセロサ

イ汐Vについて脱明しよう

セロサイi7ソは股初ス トL/プ トミセス ･チパ エ ソVス

という放線菌の生産する抗生物質 として発見され たが ､

C IC･ONH空
母の後アセ㌢Vソ･汐カルポキサアミド JLI

C-CONH望

弟4図

印Ll

nL

H

m

0-

C
1
C
1
C
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という聯蝉な化学構造を有することが判明レ､.現在は合

成法により製道されている｡

本坑生物熟 ま理化学研究所において抗結核性の抗生物

質として発見されたが､.皮下注射した際の轟性 が 強 い

(マウス､LD 50､ll.0喝/kg) ので医薬としては実用

化されなかったが､東大応徽研と戯技研の筆者の研究豊

との共同実験により,イネ白菜枯病に有効なことが判明

L,､さらに経口毒性は低 く (マウス､LD60.､82.9qgl

kg)経度苛性も低いので段叢としての使用は可能である

ことがわか り､本年からイネ自棄枯病防除薬剤として実

用化されることになったoブラス トサイジンSに次いで

実用化に成効した国産第 2号の抗生物質である｡イネ白

華枯病は 今まで 適当な防除薬剤がなく､ その対韓に手

を焼いていた病等であるか ら､本抗生物質によりその防

除が可能になったことは､わが国虚業技術の･進歩の上か

らも…城に留ばしいことといえよう｡

核酸類似物質であるブラス トサイジンSがタンパク合

成を阻寄したのと同じように､TCAサイクル中の有摸

酸であるコハク酸に似1=構造を持ったセロサイiyyが､

TCAサイクル中のα-ケ トグルタ- ル酸-サクVニル

Co且-サコ-グ酸 (図 4)に至る経路を阻笥することは代

謝措杭の見地か ら興味あることといえよう.

正 果 物 ･そ さ い 用 抗 生 物 架'

1 ス トレブ トマイVン関係

果樹､そきいの翻歯性病害の防除にス tレプ トマイV

ソ､ iyヒドロス トVブトマイVン および ス ti/ブ トマ

イVソに10分の1塵のクロルテ トラサイクリンを混合し

T=製剤(アグリマ木 レン)が使相されている｡ これら抗生

CO-S-CoA

CO H0

サグVニルCoA

+
H 2C-C-0=

＼oH
+/OH

H2C-C-0-

コ-ク酸

+
C-C-0-

｡_荒 二 O.:.:I.o;:; ;〉 でも効果ある

Hi .

セロサイLyソ
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物質は医薬用にはく使用されているので説明は省略する

2 シ′クロ-キVイミド

ス トレブTマイVソを製造する時の副産物としてとれ

るVクロ-キVイミド (米国ア･yプLyヨソ社の商品名を

アクチLyオンという)は各趨胎物病孝に既読皮で効果専

有し､発見当時は盤鵡界におけるぺニVリンとして胸持

されたが,薬雪が強いので実用化 されず､わが国では現

在玉ね ぎのペ と病防除に使用されているのみである｡た

だ し般近後述の林学関係でカラマツの先枯病の防除瀬剤

として広 く使用されよ うとしている｡またネズ ミ､ウサ

ギ､クマ､イノVVなどの忌避剤として も使用されてい

る｡

第 5回 Vグロ-キV イミド

cHJd HH-CHlC oOiH

Lyj チ ル グルタルイミド
シ′タ ロ ヘ キ サ ノ ン

V タ ロ へ キ V イ ミ ド は 図 5に示すような倍速をfJ'する

が ､ Latsuasan は そ の 杭幽作用と化学牌並との蛸係を次

の よ う に 説 明 し て い る｡グルタルイミドとコハク酸イミ

ド と が 稗 呼 の ア ル コール脱水長軸掛 こ対してVグロ-キ

V イ ミ ド と r;u柁 促 のPL'古作用をイJするが､イミド此巾の

水解脱=FをN メチル化すると肌召子作川が''d全に刑L̂1す

ることと､帆2物Fが仰僻 凱召川･:Jfほ ftJするにもかかわ

らず杭僻作用をrJJしないことなどから､Vグロ-キVイ

ミド巾のグルタルイミド並が作川兆であり､Lyメチル-

キナノン鰍よ微生物細胞の遜油性､あるいはJjL稚内での

不T筋性化を抑制することに鵬与するl勾子であるとみなし

ていろ｡

3 グリゼオフIL'ビy

ぺニVリウム･グ9ゼオフルバムというかびのLL哩す

る拭かび性杭吐物男で､リンゴの竜三リヤ鳩とメロソの

っる剖萌の防除にu!j円されている-飲んで効く水虫の娘

としてrJ.伝されているように､水虫の也としても桃川さ

れている｡モニリヤ窮は¢耶帥 に発生するため.従弟の

合成旦典では病窮佑とといこ花rlJJの発#も抑制きれるの

で散布することができず,その対邦に手を焼い ていた

那,人工受粉のさいに古松早 くとかブノかノラの挺子)

とt)ソゴの7E軌こグリゼ寸フルピソを25タ紬 ぜて飲扮す

ると､一花rwの発射こ影野を与えないで.矧副笥のみを抑
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制することが認められ実用に供されている｡

ダリゼオフルピソは多くのかびの胞子発芽は阻ててしな

いが､菌糸をIppmの政添鹿で本物矧こ特有のヲセソ状

にカールし､10ppm台では菌糸の旅館分岐や､奇形を生

ずるのが特散として知 られている｡グリゼオフルビンに

よって作用されるかびのすべては､キチンがその細胞股

の主変構成成分となっており､セルローズを主とした細

胞投を持ったかびは彩管を受けない｡必剤岱受性と抑地

脈のキチンの才f在の間に鹿いR]関が淀められるので､グ

9ゼオフルピソは細胞鵬のキチソ賓の合成に干渉するも

のであると考えられている｡

鷺 林 業 用 抗 生 物 賞

近年｣ヒ海道および収北地方の一部においてカラマツ允

枯病が.Ja軌に華延し､カラマツ遇林上きわめてiE人な問

題となっている｡ この病気は Physalospora laricina

Sawadaという糸状歯の胞子により伝放され､111l'木か ら

造林木にいたるまでカラマツの-生む通じて発JEする｡

北大､林菜試験場などで過去数ヶ年にわた り本桐,7のWJ'

除J3'法が検対された肘 社､Vタロ-キVイミド3.ppm水

浴油の散作が和効であることが恥思され､今'tliからは く

児Jlヨ化される予止である｡

Ⅳ 水 産 用 抗 生 物 賞

今畔は暖冬のため111㍍粥､伊勢粥､イj●明約などのノリ

碓地朋にア:I)グサレ絹が人沌/.1三し､ところに,たってu.e

減した地域 もあり､ノリ苑地は人目雑や'1･tJfこ｡アJJグ

サV榊の蛸鴨似 .t糸状〝付 ､水l"lがJi紙 10JQ:以.I:.ほなる

と突放JYM :.L､ ひどい糊伽 よ州 QJ.棚 uこ/亡ることもあ

1)､ノリ荘dtことっての人鰍であろ｡この榊′式にアブス

トサイVソ Sが効火a)あることが lj!火JEIP州 i伽的微増

(沖捌山身)ri･?11心としに研兜グル-ブlこ.iJ)Yl州 し､

-bi.托その次川化拭剛 ;榊Jわれているのて､ -椴に仏 く

uIFりされるのも掛 ､将水ではないであろう｡

/.fJJ.これは加悦であるが.㍍崎北′卜.がy力//サV抑 こ

プラヌけ イi7ySがIJ如 ;ことrL苑地 H tTこの脚 11伽

那.竣とは,てい1こので恥仙 こ掛的介し.tうo附 子ayjv-Ju

論文〝7クスけ イt7ySによるい もち榊WJ.翰とその作

川軋JFに関する研'71〝が山人職や飾a)教授会で恥 細 れ

た昭その卿こ出席されていた新崎允/Fが,r･,lじ棚 8山身

ということで矧ここの小娘 に群川 を417かれ､.Wm t1別こ

ね祝))花3召･とといこその抗/I･_物T托 分けてJ)もれとのJml加

瀬があっ1こ｡先fJ三は弥付知の上うに､ノリの桝',<tでIJu

本-の相成で.J̀低′J)グサL,柄のVf兜 もfJきってから
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れたので.その癖矧 こプラス TLサイeyySが効 くかどう

かを殊験されたところ,.有望そうIだと払､うことが認めら

れた次節である｡称者も飽生の恕伴をして,試験結果を

見に各地の水産部断腸を廻ったこともあるが､.郷里の先

蜘 ま有難いものだと痛感している｡

農 躯 用 抗 生 物 井 Q=･特 長

航生物矧 ま微生物の盤醸する化学物質であり､抗生物

j馴こ止る椴物痢留の防除は､微生物により微産物を駆除

するとい う生物値韻とは明らかに輿なり､化学物質であ

るという瓜から考えれば,督週の有機合成殺菌剤と同様

節 2 穀 粒 薗 剤 の 散 布 濃 度

.に考えてよい｡ ことに抗生物質の中にも,セロサイ汐･ソ

のように合成可能なものが増加 しつつある状態なので､.

将来この両者の区別はつけ難 くなるであろうO

したがっ.て物質的には抗生物贋は微生物が生産するも

のであるということ以外には､.普通の有機殺菌剤とあま

り差はないが､鶴薬としては､.従来の敷薗剤に 比 赦 し

て､つぎのような大 きな特長を有すると思われる･｡

川 低濃度で効果がある

抗生物贋の閉場における散布地歴を､従来の徽菌剤の

散布浪度に比較すると､表 2に示す通 りに非常に低濃度

である｡

班 潮 基 剤 名 有 効 成 分 食 塩 散 布 濃 度(ppm) 皮

如 機 戯 曲 ポ ル ド 硫 硬 鋼 495g/1〔冶l 4,167
石 灰 イ オ グ 合 剤 全硫化腿イオウ .22% 1.loo-′2.,200

ト 197 i>ソ 水 和 剤 † リ ア 汐 ソ 500/o 625-i.666

水 銀 乳 剤 鮒酸フェニル水銀 5知 25一-33

肌 とlJ:物 質 ヒ ト マ イ V y 酒 剤 ス トレプ トマイi/ソ5万鱒位 100.-200 0

プ ラ エ ス 水 和 剤 ブラス トサイLyソーS 2% 10-20

♯反当基盤は10a当り1441散布として計算 した

鵬機腺炎では 散布浪度は 数千ppm (lppm は南方分

の1.9)で､Ippmを単位にすれば､4ケタであり､有

機合成頗薬でも敬百ppmから千ppm前後の散布脱皮で､

3;-4ケタの披度を必要としている｡例外は水銀剤で､

これのみは数十ppmすなわち2ケタの濃度で効 い て い

る｡ところが抗生物質ではス トレプ トマイvyが100-

2OOppm, ブラス トかイ汐ySが10･Y20ppmでよく､v

JJp-キVイミドにいたっては僅かに 1.25-2ppmとい

う艦漉度の散布で十分に効廉を発揮し.ているo このよ う

に低地皮で効果があるということが濃集用抗生物質の-

つの特長である｡

(幻 拾凍効果が高い

て解職しい効果を示している.のと同様に､盤薬用の抗生

物質も､作物の病等に対して優れた冶培効果を示す場合

が多い｡

昨年天険不順で各地に集い もち病が大発生したが､こ

の激発いもち病に対しブラス トサイiyySが嚢暗い ､治

療効果を示し好評であったOプラス 廿サイi7ソSはい も

ち病が発生する前に予防的'に散布しておいた場合には､

有機水銀剤よ り効果が低いが､い もち病が発生 した後に

治療的に薬剤を散布した場合には､ブラス トサイJン■S

の方が有機水銀剤よりも遥かに効果が高い｡メロンのつ

る劉病に対するグリゼオフルビ･ソの防̀除効果や､Uグロ

-キVイミドの玉ねぎべ と病に対する効果なども治療効

果といえj:う.

予防効果よ りも治療効果の方が強いとい う抗生物質中

特長は､実贋の圃場における病琴防除按術の面でも,大

きな変化をもたらすことになるであろう｡従来の予防的

な散布は少な くな り､病気が発生してか らの治療的な散
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布だけに､農家にとっては労力と薬剤史の点で大きなブ

ラスとなるであろう｡

(3) 残留毒性の心配が少ない

治療効果は商いのに､予防効果が低いとい うことは､

薬剤が直接病書歯に作用した場合には効果が高いが *

剤散布後日敬が経過すると､作物体上の典剤は分解して

効力を失な うことを意味する｡これは病等の防除とい う

点からみると欠点であるが､反面食品衛生上の見地か ら

みると､非常に好ましいことである｡金属を含む殺菌剤

では､散布後分解 してほかの化合物に変 ったとしても､

その金属は別の形 として作物体中に頚骨するが､抗生物

質ではそのJ:うな心配はない｡

まT=ス ヤレプ トマイVソのように医典で使用されてい

る抗生物質を盛典 として使用する場合には､耐性菌その

他公衆衛生面の注意がいるが､プラス ヤサイt7yS､セ

ロサイLyソなどのように医典としては使用されず曲薬と

してのみ使用される抗生物質では人間の病独歯に対する

耐性の閥燭はない｡

お わ り に

抗生物質は土壌敢生物が生産してくれるので､資滋かこ

乏しいわが国でも資源的には.ty.まれてお り､わが国で開

発するには適 しているといえよう｡また投射 ま省ブJ栽培

に移 りつつあろので､抗生物質のようlこ治横効児のある

典剤は､病気が発生した時にのみ散布すればよいとい う

点で､労力と薬剤叫の節約となり､省)3栽蛸の目的に一

致している｡したがって､治墳効果のある杭生物封の使

用は､今後盛々増加すると思われる｡


